
　
り
ま
コ
ロ
づ
セ
タ
イ
じ
ノ
ロ
ド
こ
　
　
お
を
ギ
あ
ま
に
お
　
ロ
タ
ま
ホ
タ
ノ
ピ
コ
コ
　
ニ
ミ
コ

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
凝
行
（
毎
月
一
固
獲
行
）

第四十二巻　　　第十一朋

　　　　　第四百九十三號

　　昭和三十九年十月一日嚢行

　　

@　

@　

@　

@　

@　

j
學
研
究
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

形
而
重
的
な
存
奮
必
要
？
…
猷
叫
拳
－
簗

紳
の
意
志
・
…
…
：
…
…
：
…
・
…
山

　
－
ト
マ
ス
三
位
一
手
論
に
お
け
る
ー

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
實
艦
論
の
閤
題
…
…
田

　
i
紳
の
創
造
に
お
け
る
そ
の
蕪
盤
i

ブ
ル
ト
マ
ソ
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
…
…
…
辻

　
－
儒
仰
と
思
推
1

田

晶

中
　
英
　
三

村
　
公

京都大學文學部内
　京都哲學會



京
都
哲
學
禽
規
約

　
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
麟
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

H
　
毎
月
一
画
會
誌
「
哲
畢
研
究
」
を
翌
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㈲
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
密
及
び
委
員
魯
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
構
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
・
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
乱
書
館
・
其
他
の
圏
燈
は
園
盤
の
名
を
以
て
入

回
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
麟
（
曾
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

梶
し
　
二
回
又
は
三
嘆
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
曾
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
ホ
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

湯本導水松藤服蓮野長常事棚国武高聴純一梶母上井石池

館腰尾澤部細尾俊禰㌔賑蜘鄭重
　　　垣　　　　　　itT　美　　　　　　　　島国

報一齢礪又ば膿環海太芳麟祐照義
　　　　　　　　　　一　　太

孫治雄渉海夫明康夫人郎一爾郎範郎郎夫郎一一夫同仁祐



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
隈
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
東
臨
吉
田
東
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
蕾
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

初
感
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
「
、
五
〇
〇
圓
又
は
傘
年

七
五
〇
圓
）
を
お
携
書
下
さ
い

又
臥
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
装

螢
に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
露
魑
代
官
町
二
　
創
文
肚

（
振
替
口
座
東
簗
九
二
閣
七
二
番
　
創
文
肚
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
灘
ち
に
京
都
軍
事
會
宛
御
携
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
牟
年
分
）
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
蔚
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
鍵
璽
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す
一
、
愈
員
の
下
居
・
入
退
愈
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
畢
倉
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
鯛
す
る
通
信
・
薪
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
題
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
都
市
左
京
臨
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
攣
海
田
部
内

昭
霜
三
十
九
年
九
月
三
十
日
印
刷

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
B
嚢
行

編
集
人

襲
行
人

印
剛
人

印
刷
所

蟄
行
所

株
式
會
融

東堀聴手久常編京華

1畿1鐸1婁懇

嘆　　　畷理　　　文

勤治羅三四
L　　町　　　部
六所郎二男郎　内會

創
　
　
文
　
　
肚

東
京
都
千
代
岡
臨
代
宮
町
一
　

振
替
ロ
座
　
東
京
　
九
二
四
七
二
番

電
話
　
丸
ノ
内
　
翻
　
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

　
、
會
員
以
外
の
購
譲
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
揚
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
融
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
　
部
、
定
便
一

五
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



醐
璽
再
雑
軌
朋
三
遷
鷲
（
毎
月
一
回
嚢
　
行
）
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